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　今年度は「終局周期ゴーレンシュタイン多元環上の全反射加加群の安定圏の構造解析」を主な研
究テーマとした。既存の終局周期ゴーレンシュタイン多元環であるゴーレンシュタイン単項多元環
に焦点をあてて研究に取り組んだ。
　本間孝拓氏（弓削商船高専）との共同研究により，ゴーレンシュタイン単項多元環上の全反射加
群の安定圏は有限表現型遺伝多元環の有界導来圏の軌道圏と三角同値になることを示した。「ゴー
レンシュタイン」という条件を外しても同じ結果が成り立つことも示した。この研究成果は、(1)中
山多元環に対する Ringel (2013) の結果、(2)2次単項多元環に対する Chen-Shen-Zhou (2018) の
結果、(3)1-ゴーレンシュタイン単項多元環に対する Lu-Zhu (2021) の結果を任意の単項多元環の
場合へ拡張するものとなっている。
　また国内学会（1件）、国際学会（1件）において、前年度までに得られていた終局周期多元環に
関する結果の研究発表を行った。
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